
 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     
◆
健
康
保
険
法
改
正
、
修
正
案
提
出 

 

ま
ず
高
額
療
養
費
の
自
己
負
担
限
度
額

の
上
限
引
き
上
げ
は
、
解
散
前
の
国
会
で
、

患
者
団
体
か
ら
も
大
き
な
不
安
の
声
が
あ

が
り
、
立
憲
民
主
党
か
ら
も
強
く
石
破
政

権
に
求
め
て
、
と
り
あ
え
ず
凍
結
、
患
者
さ

ん
の
生
活
実
態
調
査
な
ど
を
踏
ま
え
て
引

き
上
げ
の
可
否
を
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。 

 

し
か
し
高
市
政
権
で
出
さ
れ
た
改
正
案

は
、
最
終
的
に
は
患
者
が
生
活
か
医
療
か

を
選
ば
ざ
る
を
得
な
く
な
る
よ
う
な
内
容

で
、
医
療
を
諦
め
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に

追
い
や
る
懸
念
が
強
い
も
の
で
し
た
。 

 

法
案
が
参
議
院
に
回
り
、
法
案
の
審
議
に

先
立
ち
立
憲
民
主
党
と
公
明
党
か
ら
修
正

案
が
出
さ
れ
、
若
い
世
代
や
中
間
所
得
層

に
重
い
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う
に
、
と
さ
れ

ま
す
が
、
果
た
し
て
審
議
は
ど
う
進
む
か
、

金
の
切
れ
目
が
縁
の
切
れ
目
医
療
の
切
れ

目
と
な
ら
な
い
こ
と
が
第
一
で
す
。 
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前衆議院議員あべともこ 
プロフィール 
当選 9回、東京大学医学部卒業、 
小児科医、あべともここども 
クリニック（湘南台）理事長 

 

立
憲
主
義
の
下
、
生
活
と
平
和
を
守
る
外
交
を
、 

 

中道改革連合神奈川 12 区総支部準備版 

◆
イ
ラ
ン
と
の
友
好
外
交
を
求
め
る
署
名
活
動 

 

今
年
の
二
月
末
よ
り
ア
メ
リ
カ
と
イ
ス
ラ

エ
ル
に
よ
る
イ
ラ
ン
攻
撃
が
始
ま
り
、
す
で

に
二
ヶ
月
、
こ
の
攻
撃
が
国
際
法
に
抵
触
す

る
と
し
て
、
多
く
の
Ｅ
Ｕ
諸
国
は
こ
れ
を
支

持
せ
ず
、
共
同
歩
調
も
と
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま

た
ア
メ
リ
カ
国
内
で
も
、
大
統
領
の
権
限
の

肥
大
化
を
防
ぐ
為
に
一
九
七
三
年
に
作
ら
れ

た
戦
争
権
限
法
が
あ
り
、
二
ヵ
月
以
上
の
戦

争
の
継
続
に
は
議
会
の
承
認
が
求
め
ら
れ
ま

す
が
、
そ
れ
も
無
視
す
る
ト
ラ
ン
プ
大
統
領

は
王
様
の
よ
う
だ
と
批
判
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

四
月
上
旬
、
停
戦
合
意
が
さ
れ
た
も
の
の
、

現
実
に
は
ホ
ル
ム
ズ
海
峡
で
の
船
舶
の
通
過

は
滞
っ
た
ま
ま
で
、
多
く
の
国
々
の
経
済
に

大
き
な
影
響
が
出
て
い
ま
す
。 

我
が
国
で
も
石
油
関
連
製
品
は
、
自
動
車
関

連
産
業
や
建
築
現
場
を
始
め
と
し
て
影
響
が

大
き
く
、
資
材
不
足
で
悲
鳴
が
上
が
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
物
価
も
上
が
り
国
民
生
活
も
苦

し
さ
を
増
す
ば
か
り
で
す
。 

日
本
は
歴
史
的
に
も
イ
ラ
ン
と
友
好
関
係

に
あ
り
、
政
府
に
は
こ
れ
を
活
か
し
外
交
で

石
油
不
足
に
対
処
す 

る
こ
と
を
求
め
て
、 

五
月
三
日
か
ら
署
名 

を
始
め
ま
し
た
。 
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◆
皇
族
数
確
保
の
議
論
の
前
提
は
何
か
？ 

 

平
成
二
十
九
年
六
月
一
日
、
平
成
天
皇
の
生

前
退
位
を
巡
っ
て
皇
室
典
範
の
特
例
法
が
決
議

さ
れ
、
そ
の
付
帯
決
議
に
、「
安
定
的
な
皇
位
継

承
を
確
保
す
る
た
め
の
諸
課
題
、
女
性
宮
家
の

創
設
等
に
つ
い
て
、
全
体
と
し
て
整
合
性
が
と

れ
る
よ
う
に
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
国
会

に
報
告
す
る
」
と
あ
る
事
に
則
っ
て
、
そ
の
後
検

討
の
為
の
有
識
者
会
議
が
作
ら
れ
、
以
下
の
案

が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。 

１
、
女
性
皇
族
が
結
婚
後
も
皇
族
の
身
分
を
保

持
す
る 

２
、
旧
宮
家
の
男
系
男
子
を
養
子
に
迎
え
る 

こ
れ
ら
を
元
に
各
党
協
議
会
も
開
か
れ
、
事

態
の
緊
急
性
に
鑑
み
て
、
今
国
会
で
十
五
日
に

結
論
を
得
る
と
い
う
方
針
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
中
道
改
革
連
合
で
も
党
内
結
論
を
急
ぐ
為

に
女
性
皇
族
は
認
め
、
そ
の
ご
家
族
を
皇
族
と

す
る
か
ど
う
か
は
今
後
の
検
討
、
そ
し
て
男
系

男
子
の
養
子
を
認
め
る
方
向
と
伝
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
男
系
男
子
の
養
子
と
い
う
考
え
が
、
象
徴

天
皇
制
か
ら
見
て
国
民
の
総
意
と
言
え
る
の

か
、
大
き
な
疑
問
で
す
。 

立
憲
民
主
党
時
代
の
見
解
と
も
異
な
り
、
私

自
身
中
道
党
内
議
論
に
も
参
加
で
き
ま
せ
ん
。

以
前
に
脳
死
臓
器
移
植
問
題
で
、
人
の
死
に
関

し
て
国
民
意
識
を
受
け
止
め
る
為
に
、
脳
死
臨

調
が
作
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
そ
れ
に
匹
敵
す

る
よ
う
な
、
国
の
か
た
ち
を
決
め
る
テ
ー
マ
だ

と
思
い
ま
す
。 

↓署名はこちらから 


